











学 位 論 文 要 約  
 
	 博士論文題目	 	 ヒト脂肪組織から単離した Multiline-differentiating stress enduring (Muse)細胞からの色素
細胞への分化誘導とその定量的解析	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 以上のことから、adipose-MSCs 由来 Muse 細胞から色素細胞を分離することができた。この技術は将来的に
色素脱失を認められる疾患に対して有効な治療法と考えられる。臨床へ応用するためには、色素細胞へと分化
できなかった Muse 細胞の割合、Muse 細胞由来色素細胞が腫瘍化するかどうかを確認する必要がある。今回、
Muse 細胞から分化誘導された色素細胞の割合は判明したが、移植後の腫瘍化は検討しなかったため、ヌード
マウスに移植することで腫瘍化の有無を検討する必要はあるが、Muse 細胞由来色素細胞は自己移植などの医
療に役立つ可能性がある。	 
